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アンケート調査票①

1

都道府県選択。対象都道府県以外は終了

F1s3へ

都道府県ごとに、対象市町村選択。対象市町村以外は終了



アンケート調査票②

2

19歳以下は終了



3

まず、昨年（2019年（令和元年））11月頃
の状況についてお答えください。

アンケート調査票③ 【昨年同時期の状況】



4

アンケート調査票④ 【昨年同時期の状況】

終了



アンケート調査票⑤ 【昨年同時期の状況】
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アンケート調査票⑥ 【昨年同時期の状況】
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アンケート調査票⑦ 【昨年同時期の状況】
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アンケート調査票⑧ 【昨年同時期の状況】
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アンケート調査票⑨ 【昨年11月の状況】
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アンケート調査票⑩ 【昨年11月の状況】
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アンケート調査票⑪ 【昨年11月の状況】
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アンケート調査票⑫ 【昨年11月の状況】
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アンケート調査票⑬ 【昨年11月の状況】
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アンケート調査票⑭ 【昨年11月の状況】
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アンケート調査票⑮ 【昨年11月の状況】



16

アンケート調査票⑯ 【最近の状況】



アンケート調査票⑰ 【最近の状況】

17

Q6s1（勤務先は変わりましたか）へ
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アンケート調査票⑱ 【最近の状況】
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アンケート調査票⑲ 【最近の状況】

Q4s4（最近、通勤にあたり定期券を利用されていますか）へ
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アンケート調査票⑳ 【最近の状況】
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アンケート調査票㉑ 【最近の状況】



アンケート調査票㉒ 【最近の状況】
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アンケート調査票㉓ 【最近の状況】
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アンケート調査票㉔ 【最近の状況】
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アンケート調査票㉕ 【最近の状況】
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アンケート調査票㉖ 【最近の状況】
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アンケート調査票㉗ 【最近の状況】
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アンケート調査票㉘ 【最近の状況】
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アンケート調査票㉙ 【最近の状況】



アンケート調査票㉚ 【最近の状況】
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アンケート調査票㉛ 【最近の状況】
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F2s1で「２．女」と回答した人のみ表示



アンケート調査票㉜ 【最近の状況】
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アンケート調査票㉝ 【コロナ前後の変化】
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終了



アンケート調査票㉞ 【コロナ前後の変化】
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アンケート調査票㉟ 【勤務先の方針】
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Q7s6へ



アンケート調査票㊱ 【勤務先の方針】
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アンケート調査票㊲ 【混雑情報へのアクセス】
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⇒Q8s3へ飛んだ後、
Q8s4を飛ばしてQ8s5へ
進む

すべて「全く確認しない」
か「当該情報は提供され
ていない」⇒ Q8s3へ



アンケート調査票㊳ 【混雑情報へのアクセス】
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アンケート調査票㊴ 【混雑情報へのアクセス】
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アンケート調査票㊵ 【混雑情報へのアクセス】
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Q8s6へ



アンケート調査票㊶ 【混雑情報へのアクセス】

41



・「都市鉄道における混雑率の測定方法に関する調査（平成17年3月）」に掲載されている車両スペックに
基づき車幅、シート等の長さを設定。
・人の「肩幅」については、混雑率算定に係るJIS規格（JIS E 7103）に基づき430mmとする。
・立客の「厚さ」については、特に規格はないものの、国立研究開発法人 産業技術総合研究所 人工知
能研究センターによると、後頭部から鼻の先までの距離は、高齢男性郡が最も長く、222.5mm（2002年
計測）であった。青年男性や女性も200mmを超えていた。これに加え、靴やカバン等の身の回り品を考
慮し280mmとした。（参考：https://www.airc.aist.go.jp/dhrt/head/index.html）
・座っている人は、肩幅はJIS規格に基づき430mmとし、座っている人の背中から足先までの距離は、上
記調査に掲載されている車両スペックに基づき、立客に対する有効床面積から差し引いた形で算出し
ている。

430mm

立客

280mm
1000mm 2439mm

3280mm

1600mm

1410mm

（立客スペース）

【参考】アンケート調査における混雑率の算定条件

https://www.airc.aist.go.jp/dhrt/head/index.html


40％

60％

ほとんどの座席が埋ま
り、数人が立っている。
詰めれば全員が座れる
程度。

座席が埋まり、座ってい
る人の半分程度の人が
座席の前に立っている。
各ドア前に１～２名の人
がいる。



80％

100％

座席が埋まり、座席前
に座席数と同人数程度
の人が立っている。
各ドア前に２～３人が
立っている。

座席が埋まり、座席前に
座席数と同人数程度の
人が立っている。
各ドア前に６～７人が
立っている。



120％

150％

座席が埋まり、座席前
に座席数と同人数程度
の人が立っている。
各ドア前は空間が埋
まっているが、車両の中
程はまだ余裕がある。
（各ドア前１０人程度の
立客）

座席が埋まり、座席前の
吊革が埋まる。
車内の空間が埋まり、肩
が触れあわない程度で
人が立っている。スマホ
などの操作は楽にできる。
（各ドア前に１２～１３人
程度の立客）



180％

200％

座席が埋まり、座席前
の吊革が埋まる。
吊革間の通路にも人が
入る。
車内全体で肩が触れあ
い、スマホなどの操作が
しにくくなる。

座席が埋まり、座席前の
吊革が埋まる。
吊革間の通路にも人が
入る。
体が触れあい圧迫感が
あり、車内の中程に進む
ことができない。
スマホなどの操作は何と
かできるが、長い操作は
難しい。



250％

車内全体で身動きが取
れず、押し込まなければ
ドアが閉まらない。


